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▲男性の部　後列左から
　２位　手﨑　義憲さん
　優勝　前川　　諭さん
　３位　河原　俊雄さん

▲女性の部　前列左から
　２位　畑　　律子さん
　優勝　荒井　里子さん
　３位　井戸美千代さん

今月の表紙

第31回 年金友の会
パークゴルフ大会（Ｐ4～5）

10 月 24日（木）
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片
口
小
学
校
で
は
９
月
27
日
に
稲
刈
り

後
、「
は
さ
掛
け
」
と
呼
ば
れ
る
天
日
干

し
を
行
い
、
束
ね
た
稲
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ

丁
寧
に
は
さ
に
掛
け
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
10
日
後
の
10
月
７
日
、
は
さ

掛
け
を
し
た
稲
を
降
ろ
し
、
コ
ン
バ
イ
ン

で
脱
穀
し
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
、
５
月

か
ら
10
月
ま
で
の
５
ヶ
月
間
で
田
植
え
・

収
穫
・
乾
燥
・
脱
穀
の
過
程
を
体
験
し
た

こ
と
で
、
食
の
大
切
さ
を
感
じ
ら
れ
た
よ

う
で
し
た
。

　

ま
た
、
11
月
２
日
㈯
に
地
域
感
謝
デ
―

を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
地
域
で
お
世

話
に
な
っ
た
方
々
を
招
待
し
て
、
ふ
れ
あ

い
行
事
を
行
い
ま
す
。
自
分
た
ち
が
作
っ

た
お
米
で
お
に
ぎ
り
を
作
り
、

昼
食
を
一
緒
に
食
べ
ま
す
。

片
口
小
学
校

は
さ
掛
け
の
そ
の
後コンバインで脱穀します

いみず野だより　２

Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
・
い
み
ず
野
で

生
協
連
の
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た

か
ら
は
い
み
ず
野
農
協
え
だ
ま
め
部
会
の
Ｊ
Ｇ

Ａ
Ｐ
団
体
認
証
取
得
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
野

岸
秀
旭
営
農
指
導
課
長
代
理
が
、「
食
の
安
全
と

環
境
保
全
、
自
足
的
な
農
業
生
産
の
確
立
に
向

け
た
取
組
み
」
と
題
し
て
報
告
、
そ
の
後
内
部

監
査
や
認
定
審
査
で
実
際
に
使
用
さ
れ
た
帳
簿

類
の
開
示
や
点
検
方
法
に
つ
い
て
の
質
疑
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
農
協
の
先
進
的
な
取
組
み
を

実
地
に
学
べ
た
こ
と
は
非
常
に
有
益
で
通
常
経

験
で
き
な
い
機
会
に
恵
ま
れ
た
と
非
常
に
高
い

評
価
を
受
け
セ
ミ
ナ
ー
は
閉
会
し
ま
し
た
。

　

日
本
生
活
協
同
組
合
連
合
会
（
東
京
都
）（
以

下
、生
協
連
）
に
よ
る
「
適
正
農
業
規
範
青
果
編
・

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」が
9
月
18
日（
水
）

に
当
Ｊ
Ａ
３
階
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
全
国
か

ら
14
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
生
産
・
流
通
・
販
売
の

各
工
程
を
検
証
す
る
「
生
協
産
直
品
質
保
証
シ

ス
テ
ム
」
の
適
正
農
業
規
範
・
青
果
編
の
点
検

活
動
を
中
心
に
な
っ
て
進
め
る
会
員
生
協
の
青

果
バ
イ
ヤ
ー
や
品
質
保
証
部
の
中
堅
職
員
、
産

地
の
商
品
実
務
担
当
者
を
対
象
に
し
て
、
日
常

の
点
検
活
動
で
の
疑
問
や
課
題
を
解
決
す
る
こ

と
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
日
本
国
内
の
第
三
者
認
証
制
度
の

主
流
と
な
っ
て
い
る
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
つ
い
て
学
習

す
る
こ
と
と
な
り
、
開
催
地
に
つ
い
て
は
、
部

会
員
全
員
参
加
で
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
団
体
認
証
を
取
得

し
安
全
・
安
心
で
高
品
質
な
黒
大
豆
枝
豆
「
富

山
ブ
ラ
ッ
ク
」
を
生
産
し
て
い
る
Ｊ
Ａ
い
み
ず

野
の
先
進
事
例
を
学
び
た
い
と
い
う
こ
と
か
ら

今
回
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

開
会
で
稲
田
浩
幸
営
農
部
長
か
ら
の
挨
拶
と

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
の
概
要
説
明
の
後
、
午
前
の
部

で
は
「
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
め
ぐ
る
情
勢
と
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
の

特
徴
」
に
つ
い
て
の
講
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昼
食
時
に
「
富
山
ブ
ラ
ッ
ク
」
の
試
食
ス
ペ
ー

ス
を
設
け
た
際
に
は
「
甘
み
が
あ
り
大
変
お
い

し
い
」、「
来
年
度
は
生
協
の
店
舗
で
取
り
扱
い

た
い
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
午
後

いみず野農協の概要について説明する稲田営農部長

－担い手 ICT農業機械展示会－

日時　12/13㈮～ 14㈯
　　　10：00～ 16：00（14日は15：00まで）

会場　富山産業展示館（テクノホール）
　　　　西館およびホワイエ 富山県富山市流杉1682

いち
おし

厳選
3機種
厳選
3機種

60馬力75馬力70馬力

TJV755TJV755 ＳＬ600ＳＬ600ＹＴ470ＹＴ470

富山県JAグループ 　トラクター
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10
月
24
日（
木
）、
小
杉
大
豆
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
令
和
元
年
産
大
豆
の
初
検
査
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
検
査
を
受
け
た
の
は
、
10
月
８

日
頃
よ
り
管
内
で
刈
取
り
さ
れ
た
エ
ン
レ

イ
の
１
，０
８
０
袋
（
紙
袋
・
30
㎏
）
で

全
量
合
格
と
な
り
ま
し
た
。
品
質
は
前
年

よ
り
や
や
劣
り
、
百
粒
重
は
平
年
よ
り
軽

い
も
の
の
、
紫
斑
病
や
汚
損
粒
は
見
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
後
も
適
正
な
乾
燥
に
よ
る
し
わ
粒
の

発
生
防
止
、
並
び
に
適
正
な
水
分
の
確
保

に
努
め
、
丁
寧
な
調
整
に
よ
る
良
品
質
大

豆
の
出
荷
に
励
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

10
月
12
日
㈯
に
農
産

物
直
売
所
菜
っ
ち
ゃ

ん
新
湊
店
に
お
い
て
、

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
祭
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
祭
は
、地
元
射
水
産

の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
が
陳
列
棚
い
っ
ぱ
い
に
並

び
、台
風
19
号
に
よ
る
暴
風・
雨・
大
雨
に
も

関
わ
ら
ず
大
勢
の
お
客
様
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
茹
で
た
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
試
食

が
振
る
舞
わ
れ
、
来
店
さ
れ
た
お
客
様
か
ら

は
「
甘
く
て
お
い
し
い
ね
！
お
い
し
い
茹
で

方
教
え
て
よ
！
」
と
大
好
評
で
し
た
。

　
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
、
疲
労
回
復
・
風
邪
予

防
・
ガ
ン
予
防
・
老
化
防
止
の
効
果
が
期
待

さ
れ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
が
レ
モ
ン
よ
り
も
多
く

含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
風
邪
が
流
行

す
る
時
期
に
ぴ
っ
た
り
な
食
材
で
す
。
是
非

サ
ラ
ダ
や
シ
チ
ュ
ー
、
グ
ラ
タ
ン
等
の
料
理

で
ご
活
用
下
さ
い
。

　

今
後
も
菜
っ
ち
ゃ
ん
で
は
、
色
々
な
イ

ベ
ン
ト
を
企
画
し

て
い
ま
す
の
で
、

菜
っ
ち
ゃ
ん
の
掲

示
板
等
で
ご
確
認

下
さ
い
。

令
和
元
年
産

大
豆
初
検
査

菜
っ
ち
ゃ
ん
新
湊
店

「
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
祭
」
開
催

■令和元年産米　集荷実績表 （令和元年10月31日現在）（単位：60kg/ 個）
制
度 等　級 ＪＡいみず野合計 てんたかく コシヒカリ てんこもり 富富富 あきだわら その他 うるち計 新大正糯

出
　
荷
　
契
　
約
　
米

出荷契約数量 124,835.5 26,646.5 86,905.0 1,005.5 4,591.5 1,795.0 45.0 120,988.5 3,847.0
１　等 104,247.0 24,977.5 70,048.0 851.5 4,321.0 1,211.0 15.0 101,424.0 2,823.0
２　等 2,780.0 653.5 1,810.5 72.0 16.0 148.0 0.0 2,700.0 80.0
３　等 228.5 62.0 166.5 0.0 0.0 0.0 0.0 228.5 0.0

集 荷 実 績 107,255.5 25,693.0 72,025.0 923.5 4,337.0 1,359.0 15.0 104,352.5 2,903.0
実 績 対 比 85.9% 96.4% 82.9% 91.8% 94.5% 75.7% 33.3% 86.2% 75.5%
１等米比率 97.2% 97.2% 97.3% 92.2% 99.6% 89.1% 100.0% 97.2% 97.2%

加
　
工
　
用
　
米

出荷契約数量 12,096.0 9,112.5 2,086.0 452.5 0.0 445.0 0.0 12,096.0 0.0
１　等 11,328.5 8,877.0 1,878.5 323.0 0.0 250.0 0.0 11,328.5 0.0
２　等 680.0 274.0 172.5 40.0 0.0 193.5 0.0 680.0 0.0
３　等 5.0 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.0 0.0

集 荷 実 績 12,013.5 9,156.0 2,051.0 363.0 0.0 443.5 0.0 12,013.5 0.0
実 績 対 比 99.3% 100.5% 98.3% 80.2% － 99.7% － 99.3% －

備
　
　
蓄
　
　
米

出荷契約数量 13,789.0 9,431.5 3,956.0 401.5 0.0 0.0 0.0 13,789.0 0.0
１　等 12,755.0 9,468.5 2,920.5 366.0 0.0 0.0 0.0 12,755.0 0.0
２　等 1,005.0 706.5 291.0 7.5 0.0 0.0 0.0 1,005.0 0.0
３　等 11.0 11.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 11.0 0.0

集 荷 実 績 13,771.0 10,186.0 3,211.5 373.5 0.0 0.0 0.0 13,771.0 0.0
実 績 対 比 99.9% 108.0% 81.2% 93.0% － － － 99.9% －

合
　
　
　
計

１　等 128,330.5 43,323.0 74,847.0 1,540.5 4,321.0 1,461.0 15.0 125,507.5 2,823.0
２　等 4,465.0 1,634.0 2,274.0 119.5 16.0 341.5 0.0 4,385.0 80.0
３　等 244.5 78.0 166.5 0.0 0.0 0.0 0.0 244.5 0.0

集 荷 実 績 133,040.0 45,035.0 77,287.5 1,660.0 4,337.0 1,802.5 15.0 130,137.0 2,903.0
１等米比率 96.5% 96.2% 96.8% 92.8% 99.6% 81.1% 100.0% 96.4% 97.2%

▲大豆の品質を検査する農産物検査員

おいしそうなブロッコリーを
選んでいるお客様

３　いみず野だより

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
菜
っ
ち
ゃ
ん
新
湊
店

☎
０
７
６
６

－

８
４

－

８
８
１
８

・
菜
っ
ち
ゃ
ん
太
閤
山
店

☎
０
７
６
６

－

５
６

－

１
８
５
２



パークゴルフ大会
第31回 年金友の会

　10月 24 日（木）に、下村パークゴルフ場にて『第 31回いみず野農協年金友の会パークゴルフ大会』が
開催されました。
　毎年２回開催しているこの大会は、いみず野農協年金友の会が、パークゴルフを通じて健康の増進と会員
相互の親睦を図ることを目的としており、今大会は 226名と多数の会員の方々が参加されました。
　開会式では、いみず野農協年金友の会連絡協議会の源春夫副会長による開会宣言の後、今年６月に行われ
た第 30回大会の優勝杯が返還され、同協議会の坪田孝一会長と当ＪＡの塚本　清代表理事専務による挨拶が
行われました。
　競技が始まると、参加者は真剣な表情でボールを打ち、心地よい秋の風を感じながら、歓声を上げて楽し
まれているようでした。
　４コースを通した熱戦の結果、男子の部では前川諭さん（太閤山支店）が 99打、また女子の部では荒井
里子さん（太閤山支店）が 101打と素晴らしいスコアで見事優勝されました。
　参加者の皆様、大変お疲れ様でした。

　　　　　表　彰　式 Cong r a t u l a t i on s !　Cong r a t u l a t i on s !　Cong r a t u l a t i on s !

それっ！

開会のあいさつ
ＪＡいみず野

 塚本　清 代表理事専務開会のあいさつ
ＪＡいみず野  年金友の会連絡協議会

坪田　孝一 会長

開会宣言
ＪＡいみず野  年金友の会連絡協議会

源　春夫 副会長

ナイスシ
ョット！

いみず野だより　４



順位 男子の部 支店 スコア
優　勝 前　川　　　諭 太閤山 99

２　位 手　﨑　義　憲 東　部 100

３　位 河　原　俊　雄 東　部 100

順位 女子の部 支店 スコア
優　勝 荒　井　里　子 太閤山 101

２　位 畑　　　律　子 新湊南 103

３　位 井　戸　美千代 太閤山 103

　　　　　表　彰　式 Cong r a t u l a t i on s !　Cong r a t u l a t i on s !　Cong r a t u l a t i on s !

入れ～

敬称略

おめでと
う

　ござい
ます !!!

ナイス i
n ！

５　いみず野だより

また一緒
に

パークゴ
ルフ

楽しみま
しょう♪

年金友の会の
会員同士交流を
深めました



いみず野だより　６

　2018年４月より直腸がんに対するロボット手術が保険適応となりました。ダヴィンチ・サージ
カルシステム（以下ダヴィンチ）を使用したロボット手術は、技術的に難しい直腸がんに対する腹
腔鏡手術の欠点（可動域が制限されます）を補い、精密な手術ができるとして期待されています。
【ダヴィンチ手術の特徴】
　ダヴィンチ手術は、通常の腹腔鏡手術をロボット支援下に行うものです。従来の開腹手術と比較
して、通常の腹腔鏡手術と同様に、傷が小さく痛みが少ない、手術後の回復が早い、手術中の出
血量が少ないなどの利点があります。また、ロボット支援下で行う手術操作は①３Dのフルハイビ
ジョン画像による視認性、②手の動きが鉗子（かんし）に反映される直感的な操作、③人間の手以上
に多関節機能を持った鉗子により自由な動き、④手の動きを縮尺して鉗子を動かすことにより繊細
な動作が可能となります。直腸がん手術では、狭くて深い骨盤の中でもロボットを使用すると、よ
り簡単で繊細に行えます。ロボットにより精密な手術が行えるため、根治性や機能温存を高め、永
久人工肛門回避といった手術成績の向上が期待できます。

　厚生連高岡病院では、2019年８月にダヴィンチが導入され、消化管の手術では、まず直腸がん
に対し2019年11月よりロボット手術を開始し、少しずつ適応部位を拡大して行く予定です。腹腔
鏡手術やロボット手術を希望される方は、ぜひ厚生連高岡病院外科へご相談下さい。

直腸がんに対しダヴィンチXi
によるロボット支援下手術を
はじめます

厚生連高岡病院消化器外科診療部長　小
こ

竹
たけ

　優
まさのり

範

　厚生連高岡病院からのお知らせ

協同の力
ＪＡいみず野概況

（令和元年９月末日）

正組合員数　　　　　　　　　　　5,383人
准組合員数　　　　　　　　　　　8,598人
みなさまの貯金高　　　　1,367億11百万円
みなさまへの貸出金　　　281億62百万円
長期共済保有高　　　　　       2,903億51百万円
購買品供給高　　　　　　　22億93百万円
販売品販売高　　　　　　　11億82百万円

◆
協
議
事
項
◆

第
一
号
議
案　

令
和
元
年
度
上
半
期
デ
ィ
ス
ク
ロ
ー
ジ
ャ
ー
誌
作
成
に
つ
い
て

第
二
号
議
案　

自
己
資
本
比
率
算
出
要
領
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

第
三
号
議
案　

貸
出
金
等
資
産
査
定
に
基
づ
く
重
要
性

　
　
　
　
　
　

の
あ
る
不
良
債
権
の
処
理
方
針（
案
）

第
四
号
議
案　

大
口
貸
出
金
の
申
込
に
つ
い
て

第
五
号
議
案　

理
事
に
対
す
る
貸
付
承
認
に
つ
い
て

第
六
号
議
案　

融
資
要
項
の
新
設
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
協
議
し
、
全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

◆
報
告
事
項
◆

一
、
九
月
末
実
績
報
告
に
つ
い
て

二
、「
店
舗
・
Ａ
Ｔ
Ｍ
再
編
計
画
」
の
策
定
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
、
報
告
し
ま
し
た
。

日
時　

令
和
元
年
10
月
21
日
㈪　

午
後
２
時
よ
り

場
所　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店
３
階
大
ホ
ー
ル

－

第
６
回
定
例
理
事
会

－

◆
協
議
事
項
◆

一
、
令
和
元
年
度
上
半
期
監
事
監
査
の
監
査
報
告

書
の
と
り
ま
と
め
に
つ
い
て

　

以
上
に
つ
い
て
協
議
し
、
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

－

監　

事　

会

－

日
時　

令
和
元
年
10
月
21
日
㈪　

午
前
11
時
よ
り

場
所　

Ｊ
Ａ
い
み
ず
野
本
店
２
階
会
議
室

役
員
会
だ
よ
り



い
る
木
を
利
用
し
て
、
刈
り
取
っ
た
稲

を
乾
燥
さ
せ
ま
し
た
。

　

子
供
達
は
鎌
を
使
っ
て
の
稲
の
収
穫

作
業
が
は
じ
め
て
で
、ま
た
校
庭
に
あ
っ

た
と
ね
り
こ
の
木
が
こ
ん
な
役
割
を
果

た
し
て
い
た
こ
と
も
初
め
て
知
っ
た
と

思
い
ま
す
。
約
１
週
間
稲
を
乾
燥
し
て

コ
ン
バ
イ
ン
を
使
っ
て
脱
穀
し
、
土
田

さ
ん
の
納
屋
で
も
み
す
り
体
験
を
し
ま

し
た
。
機
械
を
通
し
て
玄
米
に
な
る
説

明
を
聞
き
、
一
生
懸
命
籾
を
運
び
入
れ

て
い
ま
し
た
。
今
年
の
収
穫
は
67
㎏
で

し
た
。

　

こ
の
お
米
は
11
月
２
日
に
小
学
校
の

感
謝
集
会
が
行
わ
れ
、
お
世
話
に
な
っ

た
方
々
に
子
供
達
が
お
に
ぎ
り
を
作
り
、

女
性
部
員
の
作
っ
た
大
根
、
白
菜
、
ね

ぎ
、
さ
つ
ま
い
も
等
で
作
る
ぶ
た
汁
と

一
緒
に
ふ
る
ま
わ
れ
ま
す
。
ま
た
学
習

発
表
会
で
は
５
年
生
の
子
供
達
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
テ
ー
マ
で
米
に
つ
い
て
勉
強

し
た
こ
と
と
、と
れ
た
お
米（
玄
米
２
袋
）

と
一
緒
に
展
示
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
大
切
な
食
育
体
験
と
し
て
続
け
て
い

か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。（
片
口
支
部
）

●
稲
刈
り
体
験

　

９
月
27
日
㈮
、
片
口
小
学
校
の
学
校

田
（
土
田
彰
さ
ん
提
供
）
で
稲
刈
り
体

験
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
も
う
20
年
余

り
に
な
る
５
年
生
の
米
作
り
活
動
で
、

春
に
種
を
ま
き
、
秋
に
は
刈
り
取
り
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
田
植
え
・
稲
刈

り
は
全
て
昔
な
が
ら
の
作
業
で
や
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
地
区
は
、
水
郷
地
帯
で

刈
り
取
っ
た
稲
を
舟（
た
つ
る
、い
く
り
）

で
運
び
、
と
ね
り
こ
の
木
と
呼
ば
れ
て

し
ま
し
た
。
今
回
も
「
愛
菜
グ
ル
ー
プ
」

の
皆
さ
ん
に
は
早
朝
か
ら
３
０
０
個
の

お
に
ぎ
り
作
り
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

昆
布
と
の
り
で
作
ら
れ
た
新
米
コ
シ
ヒ

カ
リ
の
お
に
ぎ
り
は
、
正
に
元
気
の
源

で
す
。
少
し
ば
か
り
で
も
、
そ
の
元
気

を
皆
さ
ん
に
届
け
ら
れ
た
活
動
で
し
た
。

そ
し
て
早
朝
か
ら
運
動
に
参
加
し
て
下

さ
っ
た
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
（
二
口
支
部
）

●
朝
ご
は
ん
食
べ
よ
う
運
動

　

９
月
26
日
㈭
小
杉
駅
前
、
駅
南
・
大

門
駅
の
３
ケ
所
で
午
前
７
時
30
分
か
ら
、

通
学
す
る
学
生
を
メ
イ
ン
に
お
に
ぎ
り

を
配
る
「
朝
ご
は
ん
食
べ
よ
う
運
動
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

二
口
支
部
は
大
門
駅
の
担
当
だ
っ
た

の
で
、「
新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
作
っ
た
美

味
し
い
お
に
ぎ
り
ど
う
ぞ
」「
出
来
た
て

で
す
よ
」
と
声
を
掛
け
な
が
ら
用
意
し

た
１
０
０
個
の
お
に
ぎ
り
を
20
分
余
り

で
配
り
終
え
ま
し
た
。
さ
て
、
子
供
達

は
ち
ゃ
ん
と
朝
ご
飯
を
食
べ
て
登
校
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
生
活
リ
ズ
ム

を
改
善
す
る
「
エ
ン
ジ
ェ
ル
」
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
名
も
「
ハ
ヤ
ネ
リ
ン
」「
ハ

ヤ
オ
キ
ー
ナ
」「
ア
サ
タ
ベ
ル
モ
ン
」
こ

れ
は
先
日
、
北
日
本
新
聞
に
掲
載
さ
れ

て
い
た
コ
ラ
ム
で
す
。
改
め
て
、
生
活

リ
ズ
ム
を
見
直
し
、
エ
ン
ジ
ェ
ル
達
が
、

い
つ
も
子
供
達
に
舞
い
降
り
て
く
る
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
お
に

ぎ
り
１
個
か
ら
朝
ご
は
ん
を
、
し
っ
か

り
摂
る
と
い
う
習
慣
、
大
切
さ
を
痛
感

今
後
の
行
事
予
定

11
月
17
日
㈰
・
18
日
㈪　

支
部
長
研
修

　
　

19
日
㈫　

助
け
合
い
組
織
定
例
会

　
　

20
日
㈬　

漬
物
教
室

　
　

21
日
㈭　

日
帰
り
ド
ッ
ク

　
　

22
日
㈮　

漬
物
教
室

　
　

29
日
㈮　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン
（
島
）

　
　

30
日
㈯　

県
・
女
性
大
会

12
月
４
日
㈬　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン
（
安
吉
）

　
　

６
日
㈮　

料
理
教
室

　
　

７
日
㈯　

チ
ャ
レ
ン
ジ
農
業

　
　

８
日
㈰　

県
・
包
括
フ
ェ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　

12
日
㈭　

健
康
教
室

　
　

13
日
㈮　

手
芸
教
室

　
　
　
　
　
　

ほ
っ
と
サ
ロ
ン
（
鏡
宮
）

　
　

24
日
㈫　

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室

　
　

27
日
㈮　

フ
レ
シ
ュ
ミ
ズ

７　いみず野だより

はさ掛け

朝ごはん食べよう運動 小杉駅

朝ごはん食べよう運動 大門駅

みんなでやると楽しいね☆



いみず野だより　８

※上記コースは予定です。変更になる場合もございます。

行　　　　　　　　　　　　程 食　事
１
日
目

　　　　　貸切バス　　　　　　　　　　　　　　　　　　
射水地区＝【高速道】＝諏訪市内／昼食＝＝武蔵野御陵／参拝＝＝浅草／夕食＝＝都内（泊）
　6:00　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19:30 頃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【宿泊先：ホテルニューオータニ（２名一室利用）】

朝：×
昼：○
夕：○

２
日
目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ものまねショー
ホテル＝皇居勤労奉仕（１日目）＝＝東京都庁／見学＝＝そっくり館キサラ／夕食＝都内（泊）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【宿泊先：ホテルニューオータニ（２名一室利用）】

朝：○
昼：弁
夕：○

３
日
目

ホテル＝皇居勤労奉仕（２日目）＝＝江戸前屋形船／夕食＝都内（泊）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【宿泊先：ホテルニューオータニ（２名一室利用）】

朝：○
昼：弁
夕：○

４
日
目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ホテル＝皇居勤労奉仕（３日目）＝＝ホテル内／夕食＝＝都内（泊）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【宿泊先：ホテルニューオータニ（２名一室利用）】

朝：○
昼：弁
夕：○

５
日
目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人気の温泉地
ホテル＝皇居勤労奉仕（４日目）＝＝【高速道】＝＝神奈川県：箱根湯本温泉（泊）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【宿泊先：温泉　湯本富士屋ホテル（和室利用）】

朝：○
昼：弁
夕：○

６
日
目

　　　　　小田原名物　　　　 　パワースポット
旅館＝＝かまぼこ工場／買物＝＝箱根神社／見学＝＝箱根ガラスの森美術館／見学＝＝箱根富士屋ホテル／昼食・見学＝＝【高速道】＝＝射水地区
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　老舗の洋食をお楽しみ下さい　　　　　　　　　　20:30 頃

※夕食お弁当をご準備します。

朝：○
昼：○
夕：弁

予定日程表

肥田  知久

ＪＡいみず野女性部「皇居勤労奉仕団」
団員募集のご案内

35名（先着順とし、定員になり次第締切ります。）募 集 人 員

５泊６日（勤労奉仕は４日間となります。）日 程 15歳以上75歳以下の健康な女性の方
（奉仕終了日までの年齢となります。）

参 加 資 格

令和２年３月19日㈭
※この日以降の申込は不可です。

申込締切日

令和２年
（奉仕希望日の６ヶ月前に宮内庁へ申請し実施日が確定致します。）

10月出発予定実施予定日

費 用 概 算 女性部員の方158,000円
上記以外の方
（射水市在住の方限定）168,000円


